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無料
一般参加枠
10名程度

沖縄県立開邦高等学校
沖縄県島尻郡南風原町新川６４６
なはーとWEB、もしくは電話 098‐861-7810
なはーと窓口にて(受付時間 10時～19時)  ※休館日(第１・３月曜日)
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お申し込み

入力フォームが開きます主催：那覇市　企画制作 : 那覇文化芸術劇場なはーと、合同会社みるぶん　ゲストキュレーター：宮城潤(一般社団法人まなびとまちと)　フライヤーデザイン：ヨナハアヤ
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休憩 

アーティストとの質疑応答、対話の時間

アーティストの自己紹介と作品紹介
クロストーク
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2026 9:10~12:3010.7水

　那覇文化芸術劇場なはーとでは、
これからの那覇の文化芸術をどう
育んでいくのかについて、「なはー
とダイアローグ」事業を通じて、
市民参加の議論を続けています。
毎年、「なはーとダイアローグ」では、
アーティストが自身の創作活動や
作品について語る場をもうけて
きました。
 今回は開邦高校への「お出かけ
ダイアローグ」として、美術コース

お出かけダイアローグ in 開邦高校
アーティスト それぞれの進路、社会と人生

9:10   ‒ 10:05　アーティストの自己紹介と作品紹介、クロストーク
10:05 ‒ 10:15　休憩 
10:15 ‒ 12:30　小さなグループに分かれて、アーティストとの質疑応答、対話の時間

◀ お申し込みフォーム https://forms.gle/K1XRk2M1gZcFyQ6u8
主　催：那覇市　企画制作：那覇文化芸術劇場なはーと、合同会社みるぶん

沖縄県立開邦高等学校
島尻郡南風原町新川６４６

会
場

お
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参加費：無料(要予約)　定員：一般参加枠10名
なはーとWEB、もしくは電話 098‐861-7810
なはーと窓口にて(受付時間 10時～19時)  ※休館日(第１・３月曜日)

プログラム詳細

今回の会場はなはーとではありません。ご注意ください。
公共交通機関でのご来場にご協力をお願いいたします。
お車でお越しの際は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

２年生のみなさんと一緒に、アー
ティストそれぞれの進路選択、制
作と社会とのつながり、そして人
生についてのお話を伺います。さ
まざまなジャンルのアーティスト
の声にじかに触れ、自分の生き方
について考える機会にもなれば幸
いです。
　一般の参加者は、事前申込みの
方のみご来場いただけます。どう
ぞご参加ください。

現代漆芸家。漆工房・前田貝揃案代表、アート
プロジェクト「GATEWAY」主宰。首里城の
玉座復元を手がけた漆芸家・前田孝允を祖父
に持ち、15歳、17歳で沖展漆芸部門に入選。
18歳で米国の大学へ進学し、世界各地で芸術
活動を展開。帰国後、デザイナーを経て
2022年に工房を設立。漆や螺鈿を用いた
作品制作のほか異業種協働プロジェクトも
主宰。現在、立命館大学大学院博士課程にて
沖縄の文化形成を研究中。

インスタアカウント
漆工房・前田貝揃案　@maedalacquerproject

前田 彬
現代アーティスト　漆工房・前田貝揃案代表

1973年沖縄生まれ。開邦高校卒業（4期生）。
2001年にニューヨークのスクール・オブ・
ビジュアルアーツでMFA修了。現在、ニュー
ヨーク、ベルリン、沖縄を拠点に活動。身の周り
のものを素材とし、緻密で繊細な技術を用い
て、大量消費社会、グローバリズムや環境
問題、普段は気づかない価値観や枠組みなど
の問題を作品化する。2025年、那覇文化芸術
劇場なはーとにて「沖縄版魔笛」の総合監督
を務める。2024年以降、英国の大英博物館
にて、紅型作品「結い、You-I」が常設展示
されている。

照屋 勇賢
1993年沖縄県生まれ、同地在住。写真家。開邦
高校芸術科美術コース、東京造形大学デザイン
学科写真専攻卒業。風景のなかに立ち現れる記憶
や傷跡、場所や物が保持している時間の層を
捉える実践として、写真作品を制作している。
2022年、写真集「眠る木」を出版。主な受賞に
第36回写真の町東川賞新人作家賞、「VOCA展
2024」で奨励賞と大原美術館賞、第60回沖縄
タイムス芸術選賞奨励賞がある。近年の個展に
「たとえすべての瓦礫が跡形もなくきれいに片
付けられたとしても」(2026年、横浜市民ギャラ
リーあざみ野)がある。

上原 沙也加
写真家

進行：石垣 綾音（合同会社みるぶん）

開邦高校卒業(3期生)。沖縄県立芸術大学大学院
(彫刻専修)修了。2001年NPO法人前島アートセ
ンター設立に参画、初代理事長を務める(2011年
解散)。2006年から2026年3月まで那覇市若狭
公民館勤務。その間、文科省優良公民館表彰で最
優秀館に選ばれたほか、地域再生大賞優秀賞、国
際交流基金地球市民賞などを受賞。現在は「アー
ト×社会教育」をテーマに地域づくりや芸術文化
振興、人材育成に取り組む一般社団法人まなびと
まちと代表理事。

宮城 潤 仲嶺 絵里奈一般社団法人まなびとまちと
開邦高校卒業生(9期生)。沖縄県立芸術大学芸術
学専攻を卒業し、同大学大学院舞台芸術専修を
修了。卒業後、浦添市美術館、那覇市歴史博物館、
沖縄美ら島財団等で勤務。琉球・沖縄美術工芸や
歴史に関する展覧会や文化財業務に携わる。その
傍ら、琉球舞踊家として活動し、2007年に阿波連
本流啓扇会の琉舞研究所を開設。2021年より那
覇文化芸術劇場なはーと企画制作主任専門員。沖
縄県立芸術大学非常勤講師。

in 開邦高校in 開邦高校


